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は
じ
め
に
　
　

　
本
稿
の
目
的
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス

を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
間
の
戦
争
を
背
景
に
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド

会
社
（
以
下
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
の
独
占
的
な
貿
易
特
権
と
こ
れ
に
対
す
る
国
内

の
反
発
が
増
す
中
で
、
国
内
の
特
定
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
産
業

と
、
そ
の
製
品
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
地

域
産
業
関
係
者
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
相
互
関
係
を
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱
物

資
源
生
産
・
輸
出
の
事
例
か
ら
実
証
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
当
該
時
期
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
、
一
六
〇
〇
年
の
設
立
以
来
、
喜
望
峰
以

東
の
独
占
的
な
貿
易
特
権
を
有
し
て
き
た
が
、
そ
の
特
権
へ
の
部
分

的
参
入
を
Ｅ
Ｉ
Ｃ
か
ら
認
め
ら
れ
イ
ギ
リ
ス
や
イ
ン
ド
に
拠
点
を
置

き
活
動
す
る
私
貿
易
商
人
や
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
市
場
に
利

害
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
産
業
関
係
者
た
ち
か
ら
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
独
占
的
な
貿
易
特
権
を
開
放
す
る
よ
う
強
く
要
求
さ
れ
て
い

た
。
議
会
で
制
定
さ
れ
る
特
許
法
に
よ
っ
て
二
〇
年
ご
と
に
更
新
さ

れ
る
特
許
状
を
め
ぐ
り
、
一
七
九
三
年
の
更
新
に
際
し
て
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ

は
右
の
よ
う
な
要
求
の
影
響
か
ら
そ
の
貿
易
特
権
に
関
し
て
一
定
の
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イ
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譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
一
三
年
の
特

許
状
更
新
で
は
、
イ
ン
ド
貿
易
に
お
け
る
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
独
占
的
特
権
の

喪
失
が
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
三
年
の
特
許

状
更
新
で
、
残
さ
れ
て
い
た
中
国
貿
易
に
つ
い
て
の
特
権
も
完
全
に

失
わ
れ
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
ア
ジ
ア
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
独
占
的
な
ア
ジ
ア
貿
易
は
自
由
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
概
説
的
に
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
独
占
貿
易
に
対
し
、
当
該
時
期
に
議

会
を
中
心
に
対
抗
し
た
の
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
や
リ
ヴ
ァ
プ
ー

ル
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
綿
織
物
を
中
心
と
す
る
国
内
の
製
造
業
者
で

あ
っ
た
。
特
に
、
彼
ら
の
主
張
す
る
イ
ギ
リ
ス
産
の
製
品
に
関
わ

る
独
占
的
な
輸
出
の
廃
止
が
当
時
の
議
会
の
論
点
と
な
り
、
結
果
、

一
八
一
三
年
の
特
許
に
お
い
て
イ
ン
ド
貿
易
の
自
由
化
が
成
立
し
た

こ
と
は
研
究
史
上
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。彼
ら
製
造
業
者
に
加
え
て
、

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
独
占
的
貿
易
を
打
ち
破
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
、
イ
ギ
リ

ス
と
ア
ジ
ア
間
の
送
金
を
扱
う
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
関
係
者
や
、
上
述

の
私
貿
易
商
人
、
ア
ジ
ア
各
地
で
現
地
の
商
人
と
連
携
し
な
が
ら
ア

ジ
ア
域
内
の
貿
易
を
行
う
イ
ギ
リ
ス
系
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ト
レ
ー

ダ
ー
」
の
役
割
も
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
権
縮
小
の
動
き
に
影
響
を
与
え
た
事

実
が
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
１
）

。

　
こ
う
し
た
概
説
的
理
解
に
対
し
て
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
史
研
究
で
知
ら
れ
る

ボ
ー
エ
ン
は
、一
八
世
紀
後
半
以
降
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
研
究
史
を
通
観
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
け
る
解
釈
で
は
ア
ジ
ア
の
独
占
貿
易
が
失

わ
れ
て
行
く
過
程
が
強
調
さ
れ
る
一
方
、
当
該
時
期
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
多

様
な
貿
易
業
務
の
実
践
面
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
輸
出
と
そ
の
意

義
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
主
張

す
る
。
さ
ら
に
、
一
七
九
三
年
の
特
許
法
に
関
し
て
も
、
独
占
的
貿

易
の
終
焉
と
自
由
貿
易
へ
の
展
開
と
い
う
側
面
か
ら
の
検
討
が
主
と

し
て
な
さ
れ
て
き
た
と
す
る
（
２
）
。

一
　
ボ
ー
エ
ン
モ
デ
ル
と
南
西
部
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱
物
資
源

　
以
下
で
は
ボ
ー
エ
ン
の
モ
デ
ル
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
、
こ
こ
で

言
及
さ
れ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱
物
資
源
の
ア
ジ
ア
輸
出
に
つ
い
て

実
証
的
に
考
察
す
る
基
点
と
し
た
い
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
独
占
す
る
ア
ジ
ア

へ
の
輸
出
が
一
八
世
紀
後
半
の
製
造
業
に
積
極
的
な
意
義
を
も
っ
た

と
す
る
議
論
は
、
上
記
の
よ
う
な
研
究
動
向
か
ら
、
実
証
的
な
研
究

が
不
足
し
た
た
め
こ
れ
ま
で
顕
在
化
し
な
か
っ
た
。
ボ
ー
エ
ン
は
、

Ｅ
Ｉ
Ｃ
研
究
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の
議
論
に
依

り
、
当
該
時
期
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
基

盤
の
形
成
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
他
方

輸
出
業
務
の
実
態
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
輸
出
が
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
諸
産

業
に
与
え
た
積
極
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い

な
い
と
指
摘
す
る
（
３
）

。。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
ボ
ー
エ
ン
は
一
八
世
紀
後
半
、
特
に
一
七
六
〇
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年
代
、
お
よ
び
一
七
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
七
九
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
の
時
期
に
、
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
特
定
の
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
輸

出
が
顕
著
な
発
展
を
示
し
た
統
計
デ
ー
タ
を
英
国
図
書
館
（
以
下

Ｂ
Ｌ
）
所
蔵
の
東
イ
ン
ド
会
社
関
連
史
料
の
精
査
を
も
と
に
提
示

し
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を
導
き
出
し
た
（
４
）
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア

に
輸
出
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
年
間
平
均
輸
出
総
額
は
、
一
八
世

紀
初
頭
の
一
〇
万
ポ
ン
ド
強
か
ら
一
七
八
九
―
一
七
九
〇
年
に
は

二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
超
え
、
一
七
九
七
―
一
七
九
八
年
の
時
期
に

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
が
あ
っ
て
す
ら
、
一
六
四
万
ポ
ン
ド

に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
輸
出
額
の
二
・
六
％
、

一
四
・
六
％
、
九
％
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
一
七
九
〇
年
代
に
は
イ

ギ
リ
ス
産
の
工
業
製
品
の
一
五
・
九
％
、
原
料
の
一
二
・
七
％
、
食
料

品
の
四
・
四
％
が
ア
ジ
ア
向
け
に
輸
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
市

場
は
北
大
西
洋
に
比
べ
れ
ば
控
え
め
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
と
中
国

と
い
う
大
き
な
市
場
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
、
北
西

部
、
南
部
の
各
市
場
へ
向
け
た
輸
出
の
総
額
よ
り
も
、
そ
の
輸
出
額

は
一
八
世
紀
を
通
し
て
高
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
向
け
輸

出
商
品
の
中
核
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
輸

出
品
で
あ
っ
た
毛
織
物
と
金
属
で
あ
っ
た
。

　
ボ
ー
エ
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
毛
織
物
製
品
各
種
、
銅
・
鉛
な
ど
の

金
属
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
構
築
し
た
国
内
製
品
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
通
し

て
イ
ン
ド
や
中
国
と
い
っ
た
市
場
に
運
ば
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
輸
出

が
イ
ギ
リ
ス
各
地
の
諸
産
業
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ

の
商
品
供
給
か
ら
以
下
の
よ
う
な
相
互
の
関
係
を
み
れ
ば
明
ら
か
で

あ
る
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
州
の
す
ず
や
銅
の
産
業
、
デ
ヴ
ォ
ン
州
、
グ

ロ
ス
タ
州
、
ノ
リ
ッ
ジ
の
毛
織
物
産
業
が
短
中
期
的
に
生
き
残
る
た

め
に
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
輸
出
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は

一
八
世
紀
末
ま
で
に
衰
退
を
経
験
し
て
い
た
伝
統
的
な
い
く
つ
も
の

国
内
産
業
を
支
援
・
救
済
し
、
ア
ジ
ア
の
需
要
に
適
応
し
た
製
品
の

製
造
を
各
地
域
の
製
造
業
者
に
紹
介
・
指
導
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
や

中
国
な
ど
の
製
造
技
術
の
精
密
さ
を
求
め
ら
れ
る
市
場
に
お
い
て
競

争
力
の
あ
る
商
品
を
供
給
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
輸
出

用
の
国
内
製
品
の
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
貿
易
と
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
イ
ギ
リ
ス
各
地
域
に
広
が
る「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
腱
」

と
し
て
そ
の
役
割
が
評
価
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
鉱
物
資
源
で
あ
る
諸

金
属
、
鉄
、
鉛
、
銅
、
す
ず
に
か
か
わ
る
事
例
は
、
毛
織
物
と
並
び

こ
の
モ
デ
ル
を
形
作
っ
て
い
る
。

　
本
稿
が
と
り
あ
げ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱
物
資
源
生
産
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
ア
ジ
ア
輸
出
に
関
し
て
は
、
ま
ず
一
八
世
紀
半
ば
以
降
ま
で
に
銅

の
供
給
者
が
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
銅

の
供
給
契
約
を
結
ん
だ
精
錬
業
者
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
南
部
と
コ
ー
ン

ウ
ォ
ル
に
銅
の
精
錬
所
を
所
有
す
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
年

に
一
度
ロ
ン
ド
ン
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
本
社
で
の
契
約
時
に
価
格
と
条
件
合
意

の
た
め
に
集
ま
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
一
八
世
紀
後
半
に
は
増
産
を
続
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け
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
地
域
の
銅
鉱
業
関
連
の
諸
会
社
が
主
要
な
位
置

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
銅
の
供
給
契
約
へ
の
新
規
参
入
の
試
み
を

防
ぐ
た
め
に
、
時
に
協
調
し
て
供
給
価
格
の
値
下
げ
に
踏
み
切
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た
と
い
う
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
一
七
三
一
年
に
初
め
て
ま
と

ま
っ
た
量
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
産
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
銅
の
イ
ン
ド
輸

出
を
開
始
し
た
。
銅
の
輸
出
は
順
調
に
増
加
し
、
一
七
七
〇
年
代
に

特
に
顕
著
に
増
え
、
一
七
八
〇
年
代
に
は
年
間
一
〇
〇
〇
ト
ン
が
ア

ジ
ア
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
産
銅
の
年
間
生

産
量
の
六
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
達
し
た
。
そ
の
後
も
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に

よ
る
銅
の
ア
ジ
ア
輸
出
は
年
間
一
五
〇
〇
ト
ン
程
度
を
維
持
し
て
お

り
、
一
七
九
三
年
更
新
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
許
で
も
こ
の
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
（
５
）
。

　
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
地
域
で
算
出
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
鉱
物
資
源
で
あ

る
す
ず
は
、
中
世
以
来
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
な
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
設
立
後
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸

出
が
短
期
的
に
試
み
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
過
程
で
東

南
ア
ジ
ア
産
の
豊
富
な
す
ず
の
存
在
が
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
認
識
さ
れ
、
イ
ン

ド
洋
諸
商
人
、
中
国
の
商
人
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
以
下
Ｖ

Ｏ
Ｃ
）
な
ど
、
ア
ジ
ア
域
内
交
易
に
お
け
る
ア
ジ
ア
産
す
ず
の
流
通

業
者
の
活
動
に
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
に
市
場
へ
の
参
入
は
大
き
く
進
ま

な
か
っ
た
。
ボ
ー
エ
ン
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
後
半
を
通
じ

て
堅
調
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
産
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル

産
銅
や
毛
織
物
の
ア
ジ
ア
輸
出
と
比
較
す
る
と
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産

す
ず
は
一
七
五
〇
年
代
か
ら
一
七
八
八
年
ま
で
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
取
引
記
録

上
の
ア
ジ
ア
輸
出
は
皆
無
で
あ
っ
た
（
６
）
。
そ
の
意
味
で
、
一
七
八
九
年

か
ら
突
然
中
国
市
場
向
け
を
中
心
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
っ
て
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
ボ
ー
エ
ン
の
提
示
す
る
一
八
世
紀

後
半
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
輸
出
に
よ
る
地
域
産
業
の
救
済
を
示
し
た

モ
デ
ル
の
中
で
も
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
よ
り
詳
し
い
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
以
下
で
は
上
記
の
ボ
ー
エ
ン
の
モ
デ
ル
を
手
掛
か
り
に
、

ま
ず
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
が
ど
の
よ
う
な
地
域
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
の
か
を
、
鉱
物
資
源
の
世
界
流
通
に
関
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
影

響
力
を
持
っ
た
同
時
代
人
の
記
述
を
中
心
に
概
観
し
、
英
国
立
公
文

書
館
（
以
下
Ｔ
Ｎ
Ａ
）
所
蔵
の
大
蔵
局
関
連
史
料
も
用
い
て
当
時
の

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
の
輸
出
の
実
態
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
そ
の
う
え
で
当
該
時
期
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
地
域
の
す
ず
生
産

と
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
に
つ
い
て
、
す
ず
生
産
者
団

体
の
会
議
議
事
録
を
軸
に
再
構
築
し
た
ロ
ウ
の
先
行
研
究
と
、
Ｂ
Ｌ

所
蔵
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
本
社
役
員
会
議
事
録
を
用
い
て
、
双
方
の
団
体
の
思

惑
と
主
張
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
検
討
す
る
。

二
　
一
七
八
九
年
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
開
始

　
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
は
一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
取
引
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記
録
上
に
突
然
出
現
し
た
が
、
こ
れ
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
元
被
雇
用
者
で
あ

る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ン
ウ
ィ
ンG

eorge U
nw

in

が
著
し
た
ア
ジ
ア

輸
出
に
関
す
る
諸
論
文
と
、
鉱
物
資
源
の
ア
ジ
ア
輸
出
の
識
者
と
し

て
彼
が
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
産
業
関
係
者
と
結
び
つ
い
た
こ
と
に

起
因
し
た
よ
う
で
、
当
時
の
新
聞
諸
紙
で
は
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
見
識
を

引
用
し
つ
つ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
開
始
を
記
事
と
し

て
伝
え
て
い
る
（
７
）
。
ア
ン
ウ
ィ
ン
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
現
地
で
雇
用
さ
れ
た
期

間
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
鉱
物
資
源

と
市
場
の
動
向
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
産
鉱
物
資
源
の
海
外
輸
出
の
利

益
見
通
し
に
関
す
る
論
文
を
著
し
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
エ
ス
ク

ワ
ィ
ア
の
称
号
を
得
た
（
８
）
。
ア
ン
ウ
ィ
ン
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
雇
用
さ
れ
ア
ジ

ア
に
滞
在
中
に
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
す
ず
の
中
国
方
面
へ
の
輸
出
に
強

い
印
象
を
抱
い
た
こ
と
が
そ
の
著
作
で
う
か
が
わ
れ
る
。
以
下
で
は

ア
ン
ウ
ィ
ン
の
事
業
計
画
を
機
に
始
ま
っ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず

の
ア
ジ
ア
輸
出
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
地

域
産
業
の
視
点
か
ら
再
構
成
し
、
後
述
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
対
応
と
比
較
検

討
し
た
い
。

　
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
工
業
化
に
つ
い
て
の
ロ
ウ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

ア
ジ
ア
輸
出
事
業
開
始
前
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
産
業
に
お
い

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
す
ず
価
格
の
下
落
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

た
（
９
）
。
一
七
七
二
年
の
価
格
危
機
は
ア
ジ
ア
産
の
す
ず
（
後
述
の
バ
ン

カ
す
ず
）
と
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
の
競
合
が
一
因
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
一
七
八
八
年
に
ア
ジ
ア
産
す
ず
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
入
量
は
年

間
五
〇
〇
ト
ン
程
度
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は
一
八
世
紀
半
ば
以

降
継
続
的
に
バ
ン
カ
す
ず
の
輸
入
に
よ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
と

の
競
合
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
み
出
し
、
結
果
的
に
生
産
地
に
す
ず
の

余
剰
を
生
み
出
す
状
況
と
な
っ
た
。
一
七
七
二
年
の
イ
ギ
リ
ス
国
内

の
す
ず
の
価
格
が
回
復
基
調
に
あ
っ
た
時
期
に
は
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル

の
す
ず
生
産
の
減
少
が
こ
れ
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
一
七
七
八
年
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
フ
ラ
ン
ス
の
参
戦
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
、
一
七
九
三
年
以
降
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
は
停
滞
し
、
す
ず
の
余
剰
を
地
域
に
抱
え

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
す
ず
の
余
剰
の
問
題
に
対
し
、
一
七
七
二
年
に

お
い
て
多
様
な
解
決
策
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ブ
リ

キ
と
い
っ
た
す
ず
合
金
・
す
ず
メ
ッ
キ
製
品
の
生
産
を
コ
ー
ン
ウ
ォ

ル
の
採
掘
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
、
原
料
す
ず
の
低
値
が
利
益
に
つ

な
が
る
有
力
な
加
工
業
者
ロ
ン
ド
ン
・
ピ
ュ
ー
タ
ー
業
者
組
合
が

握
っ
て
い
た
輸
出
用
す
ず
の
再
精
錬
と
国
内
流
通
の
独
占
的
な
特
権

を
生
産
地
域
に
移
譲
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
す
ず
の
輸
出
諸
関
税
を
撤

廃
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時

は
ロ
ン
ド
ン
商
人
が
す
ず
取
引
に
お
け
る
議
会
の
調
査
を
回
避
し
、

国
内
加
工
業
に
お
い
て
は
ブ
リ
タ
ニ
ア
メ
タ
ル
と
い
う
新
た
な
す
ず
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合
金
の
製
造
技
術
の
開
発
が
合
金
原
料
と
し
て
の
す
ず
の
国
内
市
場

と
海
外
市
場
を
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ア
ン
チ
モ
ン
と
す
ず
の

合
金
は
一
八
世
紀
に
鋳
造
法
が
確
立
さ
れ
、
最
高
品
質
の
も
の
は

「
ハ
ー
ド
メ
タ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
）。
一
七
七
〇
年
に
延
べ
板
か
ら
鍛

造
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
た
「
ブ
リ
タ
ニ
ア
・
メ
タ
ル
」
と
よ
ば
れ

る
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
純
す
ず
九
割
に
ア
ン
チ
モ
ン
を
加
え
た
光
沢
の
あ

る
製
品
で
、
高
級
感
の
あ
る
食
器
と
し
て
当
時
消
費
が
拡
大
し
た（
（1
（

。

　
し
か
し
、
一
七
七
八
年
に
す
ず
の
生
産
・
流
通
は
再
び
窮
地
に
お

ち
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
と
ロ
ン
ド
ン
間
の
国
内
の

流
通
経
路
は
私
掠
の
危
機
が
高
ま
り
、
ジ
ブ
タ
ル
タ
ル
の
長
期
の
籠

城
戦
も
利
益
率
の
高
い
地
中
海
東
部
へ
の
す
ず
輸
出
の
妨
げ
と
な
っ

た
。一
七
八
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
と
開
戦
し
、す
ず
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
混
乱
が
予
想
さ
れ
た
際
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の

す
ず
鉱
業
関
係
者
は
、
す
ず
の
集
積
・
納
税
地
と
し
て
王
権
に
よ
る

特
許
を
有
す
る
同
州
の
五
つ
の
ス
タ
ナ
リ
・
タ
ウ
ン（
（1
（

の
一
つ
で
あ
る

都
市
ト
ゥ
ル
ロ
の
す
ず
商
人
で
、
鉱
山
投
資
家
で
も
あ
る
ヘ
ン
リ
・

ロ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ン H

enry Rosew
arne

ら
の
下
に
団
結
し
、
す
ず

流
通
に
関
わ
る
生
産
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
団
体
を
設
立
し
た
。

　
こ
の
団
体
は
同
年
春
の
会
合
で
一
ハ
ン
ド
レ
ド
ウ
ェ
イ
ト
あ
た
り

三
ポ
ン
ド
の
価
格
を
地
域
の
す
ず
の
売
値
と
し
て
統
一
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。
同
団
体
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
と
ブ
リ

ス
ト
ル
の
「
代
理
人
」
は
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
生
産
者
か
ら
受
け

取
っ
た
す
ず
の
取
引
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
す
ず
仲
買

の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
鋳
造
税
徴
収
の
た

め
の
計
量
と
刻
印
が
ス
タ
ナ
リ
・
タ
ウ
ン
を
巡
回
し
定
期
的
に
行

わ
れ
る
「
コ
イ
ネ
ー
ジ
」
の
最
中
、
ペ
ン
ザ
ン
ス
で
持
た
れ
た
会

合
で
は
、
正
式
に
「
テ
ィ
ナ
ー
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（Tinners’ 

Association

）」（
以
後
「
協
会
」）
と
し
て
発
起
す
る
動
議
が
だ
さ

れ
た
。
こ
の
発
起
人
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
ゥ
ル
ロ
よ
り
以
西
の
す
ず
鉱

業
の
関
係
者
で
あ
り
、
以
降
一
八
一
八
年
ま
で
こ
の
団
体
が
す
ず
の

流
通
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
地
域
の
商
人
、
精

錬
業
者
、
す
ず
鉱
山
の
所
有
者
等
で
、
鉱
山
で
は
た
ら
く
鉱
夫
た
ち

の
代
表
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
鉱
夫
と
そ
の
他
の
関
係
者
に
採

掘
さ
れ
た
す
ず
が
分
配
さ
れ
る
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
制
度
に
よ
っ
て
、
彼

ら
の
利
害
と
鉱
山
所
有
者
の
利
害
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
生
産
地
で

は
み
な
さ
れ
た
。
当
時
の
協
会
の
会
合
で
は
、
流
通
に
か
か
る
保
険

の
コ
ス
ト
上
昇
も
あ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
の
す
ず
価
格
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル

よ
り
八
シ
リ
ン
グ
高
く
、
ブ
リ
ス
ト
ル
で
も
生
産
地
よ
り
七
シ
リ
ン

グ
六
ペ
ン
ス
ほ
ど
高
い
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
や

が
て
、協
会
は
大
規
模
な
精
錬
業
者
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
協
会
は
地
域
の
商
人
と
精
錬
業
者
が
す
ず
の
取
引
を
統
制
し
優
先

す
る
よ
う
な
組
織
と
な
っ
た
が
、
一
七
八
九
年
七
月
の
会
合
で
精
錬

業
者
ニ
コ
ラ
ス
・
ド
ニ
ソ
ー
ンN

icholas D
onnithorn

を
終
身

の
議
長
と
し
て
選
出
し
た
。
ド
ニ
ソ
ー
ン
は
特
別
委
員
会
を
開
き
す
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ず
の
低
価
格
の
調
査
を
実
施
し
、
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
示
唆
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
過
剰
生
産
と
市
場
へ
の
在
庫
の
供

給
を
制
限
す
る
と
い
う
方
針
が
採
択
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
会
合
で

は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
取
引
改
善
計
画
を
支
持
す
る
人
々
に
対
し

て
謝
辞
が
送
ら
れ
、
前
述
の
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
対
し
て
は
「
ア
ジ
ア

に
お
け
る
す
ず
取
引
に
つ
い
て
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
し
た
」
と

述
べ
ら
れ
た
。
ア
ン
ウ
ィ
ン
と
ド
ニ
ソ
ー
ン
を
通
じ
て
、
生
産
地

域
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
関
係
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

一
七
八
九
年
以
降
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
は
銅
の
供
給
シ
ス
テ
ム

と
同
様
に
、
毎
年
一
定
量
を
定
価
で
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
供
給
す
る
両
者
の
契

約
の
も
と
で
ア
ジ
ア
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
（1
（

。

三
　
す
ず
輸
出
の
傾
向
（
一
七
七
四
―
一
八
一
〇
年
）

　
年
間
生
産
量
の
約
半
分
を
輸
出
に
頼
っ
て
い
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の

す
ず
鉱
業
に
と
っ
て
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ア
ジ
ア
輸
出
は
戦
争
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
う
点
で
、
価
格
の

問
題
を
重
要
視
す
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
業
者
が
受
け
止
め
る
よ
り
も

価
値
あ
る
救
済
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
オ
ラ
ン
ダ
が
既
に
参
入
し
て
い
た
イ
ン
ド
洋
以
東
の
ア
ジ
ア
産

す
ず
の
交
易
網
に
、
イ
ギ
リ
ス
産
の
す
ず
を
持
ち
込
む
と
い
う

一
七
八
九
年
の
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
大
胆
に
も
見
え
る
提
案
は
、
直
後
に

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
輸
出
事
業
と
し
て
実
現
し
、
そ
の
後
一
八
二
二
年
ま
で
継

続
し
た
。
そ
の
間
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
最
中
に
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
産
製
品
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
の
ブ

ロ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ
る
「
大
陸
封
鎖
」
の
影
響
で
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す

ず
の
主
要
な
市
場
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
低
地
地
方
、

ロ
シ
ア
な
ど
へ
の
輸
出
が
激
減
す
る
年
も
あ
り
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
地

域
の
す
ず
生
産
者
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
に
大
き

く
依
拠
し
な
が
ら
、
国
内
の
諸
金
属
加
工
業
者
に
原
料
を
供
給
し
つ

つ
産
業
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た（
（1
（

。

　
以
下
の
表
一
、
表
二
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
所
蔵
の
関
税
関
連

の
史
料
と
、
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
二
つ
の
論
文
の
デ
ー
タ
か
ら
、
コ
ー
ン

ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
の
輸
出
向
け
地
と
各
地
へ
の
輸
出
量
を
一
七
七
四

年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
の
時
期
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
の

一
八
〇
四
年
か
ら
一
八
一
〇
年
に
分
け
て
示
し
、
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
表
一
で
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
が
英
蘭
戦
争
時
の
一
七
八
四

年
か
ら
一
七
八
七
年
を
除
き
、
オ
ラ
ン
ダ
に
多
く
が
輸
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
、ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
前
の
一
七
八
八
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
が
す
ず
の
大
き
な
輸
出
先
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
一
七
八
九
年
に
縮
小
し
、

そ
の
損
失
を
埋
め
る
よ
う
に
こ
の
年
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
す
ず
の
ア
ジ
ア

輸
出
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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表１
イギリスすず輸出地内訳1774-1789年

1774 1775 1776 1777 1778 1779 1780 1781 1782 1783 1788 1789
Africa 2 0 1 3 0 0 1 5 0 5 3 3
Denmark 40 28 73 79 48 28 70 38 46 54 18 45
East Cou 48 62 26 72 46 53 40 83 63 63 36 45
Flanders 95 89 113 161 98 182 712 556 768 112 83 30
France 185 213 406 287 98 0 0 0 0 169 666 271
Germany 83 74 69 101 86 131 125 270 167 115 135 248
Holland 412 309 248 482 417 829 816 109 7 460 260 390
Ireland 17 32 56 49 21 21 37 61 12 20 36 36
Italy 253 291 343 403 235 189 538 199 192 187 298 173
Portugal 27 48 64 137 16 53 85 34 115 57 50 30
Russia 412 246 477 325 81 295 137 218 323 222 401 0
Spain 255 116 153 155 48 75 0 0 0 130 127 166
Sweden 45 68 74 97 72 70 35 37 44 58 49 0
Turkey 134 80 157 108 5 3 0 19 3 42 118 211
Venice 29 31 33 7 0 69 0 86 0 29 0 0
North Am 14 0 0 71 4 0 2 2 0 16 2 3
West Indi 12 19 7 11 0 3 4 7 3 2 7 5
colonies 6 30
Asia 0 698
Prussia 0 40
Malta 0 0
Total 2,071 1,721 2,315 2,559 1,282 2,004 2,615 1,740 1,753 1,752 2,295 2,424
TNA, T63/276A/222, 225　（1750－1789年）。

表２
イギリスすず輸出地内訳1804-1810年

1804 1805 1806 1807 1808 1809 1810
Africa 4 4 2 1 2 13 0
Denmark 55 151 21 19 18 42 0
East Cou 180 199 24 0 1 0 0
Flanders 0 0 0 0 0 0 56
France 0 0 0 0 0 0 352
Germany 58 77 60 0 0 24 63
Holland 31 0 0 0 6 26 0
Ireland 48 47 48 54 62 73 22
Italy 66 91 0 0 0 18 0
Portugal 57 55 36 30 9 8 4
Russia 0 0 0 0 0 0 0
Spain 15 2 0 0 7 9 3
Sweden 0 0 0 0 0 0 0
Turkey 144 296 251 0 0 41 50
Venice 0 0 0 0 0 0 0
North Am 6 3 0 0 0 1 0
West Indi 9 11 9 10 10 11 5
colonies 1 2 0 1 0 7 6
Asia 852 375 690 700 800 390 0
Prussia 172 198 24 0 1 11 10
Malta 33 9 2 56 481 305 69
Total 1,731 1,520 1,167 871 1,397 979 640

Unwin, George, Correspondence of George Unwin ... with a view of opening a market for
Cornish tin and copper in Persia . Truro, 1810 より作成。
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表
二
で
は
一
八
〇
六
年
の
大
陸
封
鎖
が
実
施
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
製

品
の
輸
出
を
禁
じ
る
地
域
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
結
果
、
表
一

と
比
べ
て
す
ず
の
大
陸
輸
出
が
激
減
し
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
こ
で
最
も
大
き
な
輸
出
先
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
は
Ｅ

Ｉ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
市
場
（
中
国
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伝
統
的
に
コ
ー

ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
の
良
好
な
市
場
が
あ
っ
た
地
中
海
東
部
レ
ヴ
ァ
ン

ト
地
域
向
け
に
も
、
ト
ル
コ
や
マ
ル
タ
と
い
っ
た
向
け
地
へ
の
相
当

量
の
輸
出
が
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
は
、
輸
出
に
年

間
生
産
量
の
ほ
ぼ
半
分
を
依
存
し
て
き
た
が
、一
八
世
紀
後
半
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
が
起
こ
る
度
に
地
域
の
す
ず
産
業
は
困

難
に
陥
っ
た（
（1
（

。
大
陸
へ
の
輸
出
量
が
短
期
的
に
減
少
す
る
と
国
内
の

す
ず
に
余
剰
が
生
ま
れ
、
価
格
が
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
生
産
者
に

と
っ
て
さ
し
当
り
有
効
な
の
は
、
毎
年
一
括
し
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の

す
ず
を
定
価
で
買
い
取
る
契
約
者
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
意
味
で
、
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
は
、
こ
の
地
域
の
産
業
が
本
来
な

ら
被
っ
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
大
陸
封
鎖
の
影
響
か
ら
、
関
係

者
を
救
済
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出

　
そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
と
っ
て
す
ず
の
ア
ジ
ア
輸
出
の
開
始
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
産
す
ず

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
産
の
す
ず

で
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
で
の
す
ず
の
取
引
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
に

参
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
ア
ジ
ア
の
す
ず
流

通
と
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
役
割
を
概
観
し
た
う
え
で
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
ア
ジ
ア
の
す

ず
交
易
に
参
入
す
る
前
の
状
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
　

　
一
七
世
紀
初
頭
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
扱
う
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
は
、
イ
ン

ド
亜
大
陸
、
ペ
ル
シ
ア
と
い
っ
た
主
要
な
市
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い

た
が
、
ア
ジ
ア
産
す
ず
の
存
在
に
す
ぐ
に
直
面
し
た
。
マ
レ
ー
半
島

の
港
町
マ
ラ
ッ
カ
で
は
、一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
は
既
に
、

イ
ン
ド
亜
大
陸
各
地
の
商
人
、
ス
マ
ト
ラ
の
ア
チ
ェ
商
人
、
ト
ン
キ

ン
や
中
国
か
ら
来
訪
す
る
商
人
が
主
体
と
な
っ
て
、
ス
パ
イ
ス
、
綿

織
物
、
す
ず
を
交
換
し
て
い
た
。
マ
ラ
ッ
カ
に
は
マ
レ
ー
半
島
北
方

か
ら
貢
物
と
し
て
当
時
の
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

が
、
一
六
世
紀
前
半
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
侵
攻
し
、
同
地
で
の
す
ず
交
易

に
一
部
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
（1
（

。

　
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
な
港
町
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
が
参

入
を
開
始
し
、
す
ず
の
流
通
も
こ
れ
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
。
Ｖ

Ｏ
Ｃ
は
現
地
支
配
者
と
す
ず
の
独
占
供
給
の
契
約
を
交
わ
し
、
一
七

世
紀
後
半
に
は
マ
ラ
ッ
カ
だ
け
で
な
く
小
規
模
な
集
積
地
に
も
オ
ラ

ン
ダ
の
す
ず
取
引
に
対
す
る
関
与
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
洋

に
広
が
る
既
存
の
す
ず
の
流
通
は
オ
ラ
ン
ダ
の
進
出
に
と
も
な
っ
て
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縮
小
し
、
マ
ラ
ッ
カ
に
集
中
し
て
い
た
す
ず
の
取
引
も
一
七
世
紀
半

ば
以
降
は
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
が
薄
い
ス
マ
ト
ラ
島
の
港
町
ア
チ
ェ
な

ど
へ
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
（1
（

。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
一
七
世
紀
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
の
各
商
館
を
介
し
て
本
社
を
置
く
バ
タ
フ
ィ
ア
に
す
ず
を
集
積

し
、
こ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
本
国
へ
の
持
ち
込
み
用
と
ア
ジ
ア
域
内
交
易

用
に
分
配
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
当
初
イ
ン
ド
亜
大
陸
や
ペ
ル

シ
ア
と
い
っ
た
市
場
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
は
中
国
や
日
本
と
い
っ

た
市
場
に
東
南
ア
ジ
ア
産
の
す
ず
を
持
ち
込
ん
だ（
（1
（

。

　
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
一
六
二
〇
年
代
後
半
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
と
の
軋
轢
に
よ
っ
て
、

ジ
ャ
ワ
島
の
バ
ン
テ
ン
商
館
の
み
を
残
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
以
東
、

東
ア
ジ
ア
を
含
め
た
地
域
か
ら
撤
退
し
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
中
心
と

し
た
「
ノ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ド
（N

orth W
ard
）」
交
易
の
構
築
に
傾

注
し
た
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
徴
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ
と
は
異
な
り
ア
ジ
ア
域
内
交
易

に
参
入
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
本
国
と
ア
ジ
ア
各
地
の
商
館
と
の
間
の
直

接
交
易
を
志
向
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
東
南

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
す
ず
の
交
易
に
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
自
体
は
表
向
き
携

わ
ら
ず
、ア
ジ
ア
域
内
交
易
で
活
動
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン
ト
リ
ー
・

ト
レ
ー
ダ
ー
が
一
七
世
紀
後
半
か
ら
こ
の
海
域
で
東
南
ア
ジ
ア
産
の

す
ず
を
若
干
量
扱
う
に
留
ま
っ
た（
（1
（

。

　
ア
ジ
ア
域
内
交
易
に
お
け
る
す
ず
流
通
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
に
、
上
述
の
よ
う
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
す
ず
生
産
地
・
集
積
地
を
支
配
す

る
マ
レ
ー
諸
王
国
と
契
約
を
結
ん
だ
が
、
実
態
と
し
て
は
、
こ
れ
を

す
り
抜
け
て
多
く
の
す
ず
が
現
地
の
商
人
や
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン
ト

リ
ー
・
ト
レ
ー
ダ
ー
等
の
手
に
渡
っ
て
い
た
。
中
国
市
場
で
す
ず
は

古
く
か
ら
す
ず
箔
と
し
て
宗
教
用
の
模
擬
紙
幣
に
裏
貼
り
さ
れ
需
要

が
高
か
っ
た
が
、
一
八
世
紀
前
半
か
ら
茶
貿
易
の
伸
長
を
背
景
に
、

茶
葉
を
入
れ
る
た
め
の
す
ず
製
容
器
、
ま
た
は
す
ず
が
内
に
貼
ら
れ

た
輸
送
用
の
容
器
の
需
要
が
一
八
世
紀
後
半
に
大
き
く
拡
大
し
た
こ

と
を
背
景
に
需
要
が
高
ま
っ
た
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
一
七
八
四
年
か
ら
商
館

を
置
く
ペ
ナ
ン
は
、
一
八
世
紀
末
ま
で
に
貿
易
港
と
し
て
発
展
し
、

一
七
七
〇
年
代
以
降
に
す
ず
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
プ
ー
ケ
ッ
ト
島

（
ジ
ャ
ン
ク
・
セ
イ
ロ
ン
）
か
ら
も
同
港
経
由
で
す
ず
が
中
国
に
運

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
（1
（

。

　
一
八
世
紀
末
ま
で
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
運
ぶ
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず
は

イ
ン
ド
亜
大
陸
の
商
館
へ
の
輸
出
が
時
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ト
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ア
ジ
ア
産
の

す
ず
の
ア
ジ
ア
域
内
に
お
け
る
取
引
は
、
ペ
ナ
ン
経
由
で
広
東
と
の

茶
貿
易
と
結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
っ
た（
（2
（

。
と
こ
ろ
が
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
す

ず
の
交
易
は
一
七
六
〇
年
代
半
ば
、
一
七
八
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
に

一
七
九
〇
年
代
か
ら
取
引
量
が
減
少
し
た（
（2
（

。
こ
の
時
期
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
年
間
輸
出
量
（
年
間
生
産
量
の
約
半
分
）
に
相

当
す
る
す
ず
を
ア
ジ
ア
市
場
に
向
け
て
輸
出
し
始
め
た
の
で
あ
っ

た
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
す
ず
を
輸
出
す
る
中
国
で
は
、
す
ず
箔
の
需
要
が
大

き
く
、
ア
ン
ウ
ィ
ン
は
よ
り
多
く
の
す
ず
の
消
費
を
期
待
で
き
る
と
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考
え
て
い
た
。
私
貿
易
の
利
害
も
代
表
し
て
い
た
Ｅ
Ｉ
Ｃ
役
員
の
一

人
、
後
述
す
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
コ
ッ
ト
（D

avid Scot

）
は
、

年
間
一
〇
万
ポ
ン
ド
相
当
の
す
ず
を
中
国
市
場
に
輸
出
可
能
と
予
測

し
て
い
た
。
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
主
張
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
中
国
貿
易
を

奪
取
で
き
る
可
能
性
は
高
く
、
オ
ラ
ン
ダ
が
中
国
で
す
ず
と
交
換
す

る
主
要
な
商
品
が
茶
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
に
荷
揚
げ

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
密
輸

入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
指
摘
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
茶
の
関
税
収
入
に
も

よ
い
影
響
を
与
え
る
と
す
る（
（2
（

。
そ
し
て
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず

の
ア
ジ
ア
輸
出
も
イ
ギ
リ
ス
―
中
国
間
の
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
修
正
に

貢
献
で
き
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
　
す
ず
鉱
業
関
係
者
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
交
渉
　

　
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
議
論
に
影
響
さ
れ
て
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
協
会
は

一
七
八
九
年
九
月
二
九
日
の
会
合
で
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
交
渉
の
た
め
の
委

員
会
を
指
名
し
た
。
そ
し
て
、
生
産
地
域
の
す
べ
て
の
精
錬
所
に
Ｅ

Ｉ
Ｃ
の
契
約
で
定
め
ら
れ
た
量
の
す
ず
を
供
給
で
き
る
よ
う
調
整
さ

れ
、
精
錬
業
者
が
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
か
ら
ア
ジ
ア
輸
出
向
け
に
直
接
す

ず
取
引
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
基
礎
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の

国
内
市
場
の
す
ず
価
格
の
上
昇
は
顕
著
で
、
同
年
す
ず
価
格
は
一
ト

ン
あ
た
り
六
五
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
一
七
九
〇
年
七
月
、
協
会
議

長
の
ド
ニ
ソ
ー
ン
は
年
間
一
二
〇
〇
ト
ン
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す

ず
（
現
地
の
当
該
年
間
生
産
量
の
八
分
の
三
）
の
供
給
に
合
意
し

た
。
協
会
は
、
喜
望
峰
以
東
で
売
ら
れ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
一

ト
ン
に
つ
き
定
額
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
支
払
う
こ

と
、
お
よ
び
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
契
約
事
業
に
参
加
し
な
い
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル

の
す
ず
鉱
業
関
係
者
に
対
し
て
す
ず
の
精
錬
を
行
わ
な
い
こ
と
を
宣

言
し
た
。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
契
約
に
沿
っ
て
、
協
会
が
指
名
す
る
精
錬
業

者
に
同
年
ト
ゥ
ル
ロ
の
コ
イ
ネ
ー
ジ
に
持
ち
込
ま
れ
た
全
て
の
す
ず

が
引
き
渡
さ
れ
、
一
七
九
一
年
一
月
ま
で
に
地
域
の
す
ず
の
価
格
は

一
ト
ン
あ
た
り
七
六
ポ
ン
ド
に
上
昇
し
た
。
こ
の
当
時
国
内
に
あ
っ

た
す
ず
の
余
剰
が
消
え
、
一
七
九
二
年
五
月
に
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
用
に
貯
め

置
か
れ
て
い
た
地
域
の
す
ず
在
庫
か
ら
、
国
内
需
要
に
応
え
る
た
め

に
す
ず
を
借
り
受
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
ほ
ど
で
、
国
内
の
す

ず
価
格
は
こ
の
時
一
ト
ン
あ
た
り
九
〇
ポ
ン
ド
に
高
騰
し
て
い
た
。

一
七
八
九
年
初
頭
か
ら
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
す
ず
価
格
が
約
五
割
上
昇

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
契
約
が
当
初
の
契
約
の
売
り

渡
し
価
格
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
り
、
生
産
地

域
で
は
こ
の
契
約
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
反
発
が
起
こ
っ
て
い
た（
（2
（

。

　
こ
こ
で
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
権
を
揺
る
が
す
一
七
九
三
年
の
特
許
の
更

新
時
期
が
訪
れ
た
。
一
七
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
す
ず
の
輸

出
に
か
か
る
諸
関
税
を
法
に
よ
り
免
除
さ
れ
、
ア
ジ
ア
へ
の
す
ず
輸

出
は
国
家
的
に
支
援
さ
れ
た
事
業
と
な
っ
て
い
た
。
一
七
九
三
年
の
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Ｅ
Ｉ
Ｃ
特
許
更
新
に
際
し
、
す
ず
生
産
地
域
の
協
会
の
一
部
メ
ン

バ
ー
は
彼
ら
が
求
め
る
す
ず
の
高
価
格
で
の
買
い
取
り
を
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が

承
諾
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
船
を
使
用
し
て
更
新
後
の
特
許

が
定
め
る
す
ず
の
輸
出
量
の
す
べ
て
を
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
か
わ
っ
て
輸
出
す

る
と
い
う
条
項
を
特
許
法
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
圧

力
を
か
け
た（
（2
（

。

　
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
生
産
地
域
を
悩
ま
せ
て
い
た
す
ず
の
在
庫
を
含

め
た
多
量
の
す
ず
が
、
一
七
八
九
年
か
ら
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
一
括
し
て
買

い
取
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
内
価
格
の
上
昇
が
始
ま
り
、
フ
ラ
ン

ス
に
よ
る
私
掠
の
問
題
が
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
貿
易
に
強
く
影
響
し

た
一
七
九
六
年
で
さ
え
、
協
会
は
戦
争
に
よ
る
直
接
的
な
貿
易
の

停
滞
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の
契
約
で
あ
る
七
二
ポ
ン
ド
の
買
い

取
り
価
格
が
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
の
国
内
価
格
で
あ
っ
た
八
八

ポ
ン
ド
を
大
き
く
下
回
る
事
態
を
よ
り
深
刻
に
と
ら
え
て
い
た
。

一
七
九
七
年
に
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
生
産
の
減
少
が
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
の

契
約
遂
行
を
困
難
な
も
の
に
し
、
一
七
九
八
年
一
〇
月
に
は
つ
い

に
協
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
す
ず
の
供
給
量
を
削
減
し
た
。
生
産
量
の

減
少
が
続
い
た
翌
年
一
七
九
九
年
七
月
に
は
八
〇
〇
ト
ン
の
年
間

供
給
契
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
〇
〇
ト
ン
し
か
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
引
き
渡

せ
な
い
旨
協
会
か
ら
通
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
需
要
が
生
産
を
上

回
る
事
態
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
終
結
す
る
一
八
一
五
年
ま
で
続

き
、
対
照
的
に
す
ず
の
生
産
は
一
七
九
八
年
に
年
間
二
八
二
〇
ト
ン

に
落
ち
込
み
、
一
八
〇
一
年
に
二
三
〇
〇
ト
ン
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

続
く
五
年
間
は
年
間
二
八
二
〇
ト
ン
前
後
を
推
移
し
、
一
八
一
〇

年
に
は
二
〇
〇
〇
ト
ン
以
下
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
後
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
年
間
平
均
生
産
量
は
二
四
〇
〇
ト
ン
前

後
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
一
八
一
六
年
に
よ
う
や
く
三
三
五
〇

ト
ン
に
回
復
、
一
八
一
七
年
に
は
四
一
二
〇
ト
ン
に
急
増
し
た（
（2
（

。 

　
一
八
世
紀
末
か
ら
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
生
産
が
衰
退
す
る
一
方

で
、
国
内
の
需
要
は
拡
大
し
た
が
、
こ
れ
に
は
新
興
の
ブ
リ
キ
製
造

業
の
発
達
が
影
響
し
た
。
し
か
し
、
ブ
リ
キ
製
品
原
料
と
し
て
高
ま

る
国
内
す
ず
需
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
精
錬

業
者
中
心
の
協
会
は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
供
給
契
約

の
継
続
を
決
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
年
八
月
ペ
ン
ザ
ン

ス
の
す
ず
価
格
は
一
ト
ン
あ
た
り
九
四
ポ
ン
ド
に
達
し
、
ト
ゥ
ル
ロ

で
の
協
会
の
同
年
一
二
月
の
会
合
で
は
、
国
内
需
要
に
対
応
す
る
た

め
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
用
の
在
庫
の
一
部
を
こ
れ
に
充
て
て
い
る
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る

す
ず
市
場
が
急
激
に
衰
退
し
た
た
め
か
、
協
会
は
一
八
〇
一
年
一
月

に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
供
給
量
を
七
〇
〇
ト
ン
に
増
加
さ
せ
た
。
協
会
は
ア

ン
ウ
ィ
ン
と
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
州
選
出
議
員
た
ち
に
交
渉
を
依
頼

し
、
す
ず
鉱
業
の
窮
状
を
訴
え
つ
つ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
救
済
を
願
い
一

括
買
い
取
り
価
格
の
引
き
上
げ
に
応
じ
る
よ
う
を
持
ち
か
け
る
こ
と

を
決
め
た
。
一
八
〇
一
年
八
月
の
集
会
で
協
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
一
ト
ン
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あ
た
り
七
五
ポ
ン
ド
で
三
〇
〇
ト
ン
を
年
間
供
給
す
る
方
針
に
は
合

意
し
た
が
、そ
の
後
も
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
価
格
は
上
昇
を
続
け
、

翌
年
に
は
一
ト
ン
あ
た
り
一
〇
〇
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
一
八
〇
二
年

七
月
の
協
会
会
合
で
は
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
生
涯
年
金
三
〇
〇
ポ
ン
ド
を

与
え
、
コ
イ
ネ
ー
ジ
後
の
す
ず
の
ブ
ロ
ッ
ク
一
つ
に
つ
き
四
一
ペ
ン

ス
を
徴
収
す
る
権
利
を
、
彼
の
「
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
取
引
へ
の

貢
献
」
に
対
し
て
与
え
た（
（2
（

。

　
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
生
産
は
、
高
圧
蒸
気
機
関
で
あ
る
ト
レ

ヴ
ィ
シ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
技
術
者
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
三
〇
年
代
に
な
る
ま
で
増
産
に
転
じ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
す
ず
鉱
業
か
ら
銅
鉱
業
へ
地
域
産
業

へ
の
鉱
夫
の
移
動
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
七
九
四
年
に
の

銅
の
年
間
生
産
量
は
四
三
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
八
〇
九
年
に

は
七
六
二
五
ト
ン
へ
と
急
増
し
た（
（2
（

。
一
七
八
九
年
以
降
協
会
が
主
導

し
た
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ジ
ア
輸
出
用
す
ず
の
契
約
供
給
は
、
一
七
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
懸
案
で
あ
っ
た
国
内
市
場
の
す
ず
の
余
剰
を

解
消
し
価
格
の
下
落
を
食
い
止
め
る
と
い
う
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
内
の
す
ず
生
産
は
減
少
し
、
す
ず
の

国
内
価
格
が
上
昇
す
る
一
方
で
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
へ
の
一
括
供
給
の
価
格
が

長
期
に
わ
た
っ
て
廉
価
に
据
え
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
に

入
る
前
に
は
地
域
の
鉱
業
関
係
者
の
間
で
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。

六
　
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
対
応

　
以
下
で
は
、
一
七
九
〇
年
以
降
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
役
員
会
議
事
録
を
参

照
し
な
が
ら
、
同
社
役
員
会
が
ア
ジ
ア
輸
出
用
の
す
ず
の
供
給
を
受

け
る
た
め
に
検
討
・
決
定
し
た
事
項
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
役
員
会
で
は
、
一
七
九
〇
年
の
七
月
に
一
二
〇
〇
ト
ン
か
ら

一
四
〇
〇
ト
ン
と
い
う
大
量
の
す
ず
を
七
三
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ

で
、
ま
た
は
一
〇
〇
〇
ト
ン
を
七
四
ポ
ン
ド
で
取
引
す
る
計
画
が

検
討
さ
れ
、
こ
れ
は
一
七
八
九
年
と
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
ド
ニ
ソ
ー
ン
が
役
員
会
に
招
か
れ
こ
の
契

約
条
件
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た（
（2
（

。
翌
週
の
役
員
会
で
、

一
二
〇
〇
ト
ン
の
す
ず
を
前
年
と
同
じ
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
に
同

意
し
、
支
払
い
は
納
品
か
ら
二
四
ケ
月
以
内
に
行
う
と
さ
れ
、
八
か

月
ご
と
に
五
％
の
利
子
を
つ
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

（
戦
時
に
お
い
て
は
四
％
の
利
子
と
さ
れ
た（
（2
（

）。
こ
の
年
の
納
品
分
に

対
し
て
は
、
翌
一
七
九
二
年
に
二
回
に
分
け
て
総
額
四
万
ポ
ン
ド
が

対
価
と
し
て
ド
ニ
ソ
ー
ン
に
支
払
わ
れ
て
い
る（
（3
（

。
Ｅ
Ｉ
Ｃ
役
員
会
に

は
同
時
期
に
す
ず
取
引
に
対
す
る
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
役
員

会
で
は
こ
れ
を
共
有
し
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る（
（3
（

。

　
事
態
が
展
開
す
る
の
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
許
が
更
新
さ
れ
る

一
七
九
三
年
で
、
イ
ン
ド
法
一
七
八
四
年
以
降
の
政
府
の
対
応
が
起
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点
と
な
っ
た
。
重
要
な
の
は
先
述
の
ス
コ
ッ
ト
が
政
府
中
核
の
ヘ

ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
の
支
持
を
得
て
一
七
八
八
年
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
役
員

に
昇
格
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ
ン
ド
貿
易
に
お

け
る
私
貿
易
人
の
団
体
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ハ
ウ
ス
（A

gency 
H
ouse

）」
の
会
頭
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ
ン
ド

利
害
に
お
け
る
非
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
私
貿
易
利
害
を
け
ん
引
し
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
シ
ャ
ー
選
出
の
下
院
議
員
と
な
っ
て

一
七
九
〇
年
七
月
以
降
に
政
治
的
影
響
力
を
増
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
は

ほ
か
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
同
様
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
独
占
す
る
ア
ジ
ア
貿
易
を
自
由
化
し
よ
う
と
望
み
、
そ
の
特
権
廃

止
に
つ
い
て
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
め
ぐ
る
利
害

の
対
立
を
経
験
し
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
は
大
勢
に
差
し
障
り
が
な
い

複
数
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
批
判
を
集
中
し
、Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
独
占
の
廃
止
と
、

非
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
私
貿
易
人
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
製
造
業
者
双
方
の
利
益
の

た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
間
の
私
貿
易
の
権
利
拡
大
を
図
っ

た（
（3
（

。
　
一
七
九
三
年
三
月
初
旬
に
は
エ
ク
セ
タ
ー
の
毛
織
物
業
者
か

ら
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
買
い
取
る
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
毛
織
物
が
未
仕
上
げ

の
製
品
で
あ
っ
た
た
め
、
同
市
で
仕
上
げ
の
工
程
を
経
た
製
品
を

輸
出
す
る
よ
う
要
求
が
だ
さ
れ
た
。
ま
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
綿

製
造
業
者
は
再
輸
出
向
け
を
除
く
イ
ン
ド
の
綿
製
品
の
イ
ギ
リ
ス

輸
入
禁
止
を
新
特
許
へ
の
要
求
と
し
て
求
め
た
。
他
に
、
リ
ヴ
ァ

プ
ー
ル
の
商
人
が
ケ
ー
プ
以
東
の
貿
易
参
入
を
求
め
、
グ
ラ
ス

ゴ
ー
の
製
造
業
者
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
は
特
許
の
有
効
期
限
を

現
状
の
二
〇
年
か
ら
短
縮
し
、
イ
ン
ド
綿
の
輸
入
を
禁
止
、
イ
ン

ド
へ
の
綿
織
機
輸
出
の
禁
止
を
訴
え
た
。
最
も
議
論
を
呼
ん
だ
の

は
す
べ
て
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
が
ア
ジ
ア
に
自
分
の
船
で
イ
ギ

リ
ス
製
品
を
輸
出
し
ア
ジ
ア
の
商
品
を
輸
入
す
る
権
利
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
許
可
さ
れ
て
い
る
外
国
船
と
同
等
の
料
金
を
Ｅ
Ｉ
Ｃ

に
支
払
っ
て
獲
得
す
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
フ
ァ
ル
マ
ス
子
爵
等
を
代
表
と
し
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す

ず
関
係
者
が
Ｅ
Ｉ
Ｃ
船
を
使
っ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
す
ず
の
自
前

の
輸
出
、
特
に
中
国
輸
出
の
許
可
を
議
会
に
願
い
出
た
の
で
あ
る（
（3
（

。 

　
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
ダ
ン
ダ
ス
か
ら
の
五
月
六
日
付
の
書
簡
に
対
応
し
た
委

員
会
で
、
同
書
簡
に
記
載
さ
れ
た
毎
年
一
定
量
の
す
ず
と
銅
を
買
い

取
る
契
約
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。
こ
れ
に
続
き
フ
ァ
ル
マ
ス
子
爵

と
二
人
の
州
選
出
議
員
サ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
セ
ッ
ト
、
お
よ
び

サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
モ
ン
が
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
協
議
を
行
っ
た
。
彼
ら

は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
年
間
八
〇
〇
ト
ン
の
す
ず
を
七
五
ポ
ン
ド
の
単
価
で
、

さ
ら
に
一
〇
〇
〇
ト
ン
の
銅
を
四
種
の
製
品
に
応
じ
て
九
三
ポ
ン
ド

か
ら
一
〇
五
ポ
ン
ド
の
単
価
の
間
で
買
い
取
る
よ
う
求
め
、
ほ
ぼ
同

等
の
条
件
で
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
と
銅
の
生
産
者
た
ち

は
合
意
に
達
し
た（
（3
（

。
そ
の
後
一
八
一
〇
年
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
許
が
再
度

更
新
さ
れ
る
一
八
一
二
年
に
相
次
い
で
す
ず
の
中
国
輸
出
に
関
す
る
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ア
ン
ウ
ィ
ン
の
著
作
が
公
刊
さ
れ
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
鉱
業
関

係
者
は
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
粘
り
強
く
買
い
取
り
価
格
の
値
上
げ

を
争
点
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
条
件
面
で
の
改
善
交
渉
を
続
け
る
が
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ

は
中
国
市
場
で
の
す
ず
価
格
の
下
落
を
理
由
に
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ

た（
（3
（

。
　
一
七
九
三
年
の
特
許
更
新
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
製
造
業
者
や

商
人
た
ち
が
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
権
に
挑
戦
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
連
携
を
欠

く
も
の
で
、
加
え
て
彼
ら
の
要
求
が
こ
の
当
時
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
権
利
の
縮

小
に
値
す
る
よ
う
な
正
当
な
主
張
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
大
き
な
成
果

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱
山

関
係
者
も
地
域
の
名
望
家
に
依
頼
す
る
形
で
、
他
の
製
造
業
者
と

並
ん
で
こ
の
挑
戦
に
参
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（
（3
（

。
し
か
し
、

一
七
九
三
年
に
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
特
許
に
挑
戦
し
た
諸
製
造
業
者
の
う
ち
、

エ
ク
セ
タ
ー
の
毛
織
物
業
者
と
並
び
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
鉱

業
、
銅
鉱
業
関
係
者
も
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
輸
出
事
業
に
よ
る
恩
恵
を

既
に
受
け
て
い
た
の
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
鉱

山
関
係
者
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
輸
出
が
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
状

況
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
括
買
い
取
り
の
量
や
単
価
を
よ
り
有
利
な
条

件
に
し
て
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
契
約
を
続
行
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。
一
七
九
三
年
特
許
時
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
か
ら
の
要
求
は
、
同

地
の
す
ず
鉱
業
者
の
代
表
役
を
務
め
て
い
た
協
会
が
交
渉
を
有
利
に

進
め
る
た
め
に
と
っ
た
一
つ
の
手
段
だ
っ
た
と
考
察
で
き
よ
う
。
Ｅ

Ｉ
Ｃ
に
と
っ
て
は
、
同
社
が
毎
年
の
資
本
使
用
の
一
割
相
当
分
を
国

内
製
品
の
輸
出
に
あ
て
る
よ
う
特
許
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、既
に
国
内
の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
「
伝
統
的
」

諸
産
業
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
。
一
八

世
紀
後
半
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
輸
出
は
、
ボ
ー
エ
ン

が
指
摘
す
る
よ
う
な
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
地
域
産
業
の
救
済
と
い
う
面
が

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
利
害
が
相
互
に
依
存
し
あ
っ
て
時
に

は
対
立
し
て
い
た
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
産
業
関

係
者
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
下
、
大
陸
封
鎖
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス

輸
出
全
般
の
混
乱
に
際
し
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
中
国
へ
の
す
ず
輸
出
に
よ
っ

て
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時

期
の
前
半
で
は
、
生
産
地
域
に
お
け
る
す
ず
の
余
剰
の
削
減
に
よ
る

価
格
の
上
昇
が
起
こ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
向
け
の
一
括
買

い
取
り
価
格
が
契
約
上
安
価
で
固
定
さ
れ
、
結
果
と
し
て
国
内
製
造

業
の
原
料
と
し
て
高
等
し
て
い
く
す
ず
の
国
内
市
場
価
格
と
は
乖
離

が
見
ら
れ
る
な
ど
課
題
が
生
じ
た
。

　
す
ず
の
一
括
買
い
取
り
で
あ
る
先
買
（
プ
レ
エ
ン
プ
シ
ョ
ン
　

Pre-em
ption

）
の
権
利
は
中
世
以
来
王
権
が
有
し
て
い
た
が
、
大
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規
模
な
先
買
は
ま
ず
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
六
四
三
年
の
時
期
に
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
と
Ｅ
Ｉ
Ｃ

が
、
輸
出
独
占
権
と
あ
わ
せ
て
す
ず
の
先
買
業
務
を
王
権
か
ら
請
負

い
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
域
に
加
え
、
ペ
ル
シ
ア
や
イ
ン
ド
と
い
っ

た
喜
望
峰
以
東
の
地
域
に
す
ず
を
運
ん
だ
。
ま
た
、
一
八
世
紀
初
頭

の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の
時
期
に
ア
ン
女
王
が
自
ら
先
買
権
を
行
使

し
、
王
権
主
導
で
年
間
に
生
産
さ
れ
る
全
て
を
買
い
取
っ
た
。
こ
の

時
期
は
シ
ヴ
ィ
ル
リ
ス
ト
で
保
証
さ
れ
た
王
権
の
予
算
を
使
っ
て
買

い
取
っ
た
す
ず
を
ロ
ン
ド
ン
塔
で
保
管
し
、
王
立
鋳
造
所
が
す
ず
の

売
買
を
管
理
し
た
が
買
い
手
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
王
権
は
す

ず
の
在
庫
で
大
き
な
負
債
を
出
し
た
。
一
七
八
九
年
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
す

ず
一
括
買
い
取
り
契
約
も
、
直
後
に
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
産
の
す
ず

と
そ
の
生
産
者
に
と
っ
て
、
上
記
の
事
例
に
準
じ
る
よ
う
な
大
規
模

な
救
済
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
長
期
に

渡
る
固
定
価
格
で
の
一
括
買
い
取
り
の
実
施
は
国
内
の
市
場
価
格
の

変
動
に
は
対
応
で
き
ず
、
一
七
世
紀
前
半
の
事
例
と
同
様
に
、
本
稿

が
検
討
し
た
一
九
世
紀
初
頭
の
事
例
に
お
い
て
も
生
産
者
の
不
満
が

募
る
こ
と
と
な
っ
た（
（3
（

。

　
本
稿
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
一
八
一
三
年
の

特
許
更
新
と
そ
の
後
の
国
内
産
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
の
実
証

課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
示
し
て
筆
を
お
き
た
い
。
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註（１
）
当
該
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
史
概
要
は
以
下
を
参
照
。

C
haudhuri, K

.N
., T

he T
rading W

orld of A
sia and the 

E
nglish E

ast India C
om

pany 1660-1760 , C
am

bridge, 
1978; Furber, H

., R
ival E

m
pires of Trade in the O

rient, 
1600-1800 , M

inneapolis, 1976; T
he O

xford H
istory of 

the B
ritish E

m
pire , vol. II, T

he E
ighteenth C

entury , 
M

arshall, P
.J( ed.) O

xford, 1998; W
ebster, A

., T
he 

Tw
ilight of the E

ast India C
om

pany , W
oodbridge, 2009; 

M
arshall, P.J., Ploblem

s of E
m

pire , 1757-1813, London, 
1968.

お
よ
び
浜
渦
哲
雄
『
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
』
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
九
年
。

（
２
）B

ow
en, H

.V
., ‘Sinew

s of Trade and Em
pire: the Supply 

of C
om

m
odity Exports to the East India Com

pany during 
the Late E

ighteenth Century’, E
conom

ic H
istory R

eview
, 

55(3), 2002, pp.466-486. 

特
にpp.478-480
を
参
照
。

（
３
）M

arshall, Problem
 of E

m
pire , p.92.

（
４
）B

ow
en, ‘Sinew

s of Trade’, pp.467-471.

（
５
）B

ow
en, ‘Sinew

s of Trade’, p.479. 

当
該
時
期
の
世
界
の
銅
市

場
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
産
銅
の
動
向
に
つ
い
て
は
、Shim

ada, R., 
The Intra-Asian Trade in Japanese C

opper by the D
utch 

E
ast India C

om
pany during the E

ighteenth C
entury , 

Leiden, 2006, pp.71-77, pp.79-80

を
参
照
。

（
６
）B

ow
en, ‘Sinew

s of Trade’, pp.472-473.

（
７
）17N

ovem
ber, 1789, Public Advertiser ; 

す
ず
輸
出
の
免
税

特
権
を
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
付
与
す
る
た
め
の
議
会
法
案
審
議
に
つ
い
て
は

04 February, 1790, W
hitehall E

vening Post

も
参
照
。

（
８
）
ア
ン
ウ
ィ
ン
の
編
著
は
以
下
の
3
点
。U

nw
in, G

., Letters, 
rem

arks, &
 c. w

ith a view
 to open an extensive trade 

in the article of tin, from
 the C

ounty of C
ornw

all to 
India, Persia, and C

hina., London, 1790; U
nw

in, G
., 

C
orrespondence of G

eorge U
nw

in ... w
ith a view

 of 
opening a m

arket for C
ornish tin and copper in Persia., 

Truro,  1810; U
nw

in, G
.,To the noblem

en, G
entlem

en, and 
A

dvernturers, interested in the Tin M
ines of C

ornw
all, 

London, 1812. 

ア
ン
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
はCraik, G

.L., The 
Pictorial H

istory of E
ngland. D

uring the R
eign of G

eorge 
the Third: 1792-1802 , London, 1841

も
参
照
。

（
９
）Row

e, J., Cornw
all in the Age of the Industrial Revolution , 

St Austell, 1953, pp.165-171.

（
10
）H

atcher, J., and Barker. T.C., A H
istory of British Pew

ter , 
London, Longm

an, 1974, pp.1-2, 227-228, 287-288.

（
11
）
当
該
時
期
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
ス
タ
ナ
リ
・
タ
ウ
ン
は
、
リ
ス
カ
ー

ド
（Liskeard

）、
ロ
ス
ト
ウ
ィ
ジ
ー
ル
（Lostw

ithiel

）、
ト
ゥ
ル

ロ
（Truro

）、ヘ
ル
ス
ト
ン
（H

elston

）、ペ
ン
ザ
ン
ス
（Penzance

）

の
5
つ
で
あ
っ
た
。Jenkin, A.K

. Ham
ilton , The C

ornish 
M

iner , London, 1927, p.38.

（
12
）Bow

en, ‘Sinew
s of Trade’, pp.479-480.

（
13
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
貿
易
へ
の
大
陸
封
鎖
を
含
む
当
該
時
期
の

戦
争
の
影
響
に
つ
い
て
は
、O

’R
ouke, K

.H
.O

, ‘The W
orld 

w
ide E

conom
ic Im

pact of the French R
evolutionary and 

N
apoleonic W

ars’, Journal of G
lobal H

istory , 1, 2006, 
pp.123-149

を
参
照
。

（
14
）
一
八
世
紀
後
半
、
戦
時
と
平
時
で
は
一
ハ
ン
ド
レ
ド
ウ
ェ
イ
ト
あ
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た
り
戦
時
三
ポ
ン
ド
台
前
半
、
平
時
に
な
る
と
二
ポ
ン
ド
台
前
半
に
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
の
す
ず
取
引
価
格
は
高
下
し
た
と
さ
れ
る
。U

nw
in, 

Letters,  p.29.

（
15
） Irw

in, G
.W

., ‘The D
utch and Tin Trade in M

alaya in the 
Seventeenth C

entury’, in Studies in the Social H
istory of 

C
hina and Southeast Asia,  eds., J. Chen and N

. Tarling, 
London, 1970, pp.267-287, 

こ
こ
で
はpp.268-269, p.273.

（
16
） Arasaratnam

, S., M
aritim

e Trade, Society and European 
Influence in Southern Asia, 1600-1800, A

ldershot, 1995, 
pp.481-483, 487-489.

（
17
）
島
田
竜
登
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
錫

貿
易
に
関
す
る
数
量
的
考
察
」『
西
南
学
院
大
学
経
済
論
集
』四
四（
二
・

三
）、二
〇
一
〇
年
、一
九
九
―
二
二
三
頁
、特
に
二
〇
五
―
二
〇
七
頁
。

（
18
） Bassett, D

.K
., ‘British “Country” Trade and Local Trade 

N
etw

orks in the Thai and M
alay States, c.1680-1770’, 

M
odern Asian Studies , 23., 4., 1989, pp.625-643, 

特
に

pp.637-639; B
assett, D

.K
., T

he B
ritish in South-E

ast 
A

sia during the Seventeenth and E
ighteenth C

enturies , 
O

ccasional Papers, N
o.18, C

entre for South-E
ast A

sian 
Studies, U

niversity of H
ull, 1990, pp.5-7.

（
19
） H

ussin, N
., Trade and Society in the Straits of M

elaka, 
C

openhagen, 2007, p,45; V
an D

yke, P.A
., T

he C
anton 

T
rade,  H

ong K
ong, 2005, pp.148-150; B

asett, ‘B
ritish 

“C
ountry” Trade’, p.637; 

島
田
、「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の

錫
貿
易
」、
二
〇
八
頁
。

（
20
）H

ussin, Trade and Society , pp.55, 59.

（
21
）
島
田
、「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
錫
貿
易
」、
二
一
六
頁
。

（
22
）Bow

en, ‘Sinew
s of Trade’, pp.472-475.

（
23
）Row
e, C

ornw
all , p.172. 

（
24
）W

ebster, Tw
ilight , p.33.

（
25
）Row

e, C
ornw

all , p.173.

（
26
）Row

e, C
ornw

all,  p.174.

（
27
）Row

e, C
ornw

all , p.175.

（
28
）
以
下
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
役
員
会
議
事
録
参
照
。B

ritish L
ibrary 

(hereafter BL), O
IO

C
, B

/111, p.313.

（
29
）BL, O

IO
C

, B/111, P.360. 

（
30
）BL, O

IO
C

, B/111, p.905; B/116, p.753.

（
31
）BL, O

IO
C

, B/111, p.386.

（
32
）W

ebster, Tw
ilight,  pp.29-31.

ス
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
鹿
野

美
枝
「
小
ピ
ッ
ト
政
権
下
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
政
策
―
ヘ
ン
リ
・
ダ

ン
ダ
ス
の
影
響
力
、
一
七
八
三
―
九
三
年
―
」『
史
苑
』
七
六
（
一
）、

二
〇
一
五
年
、
二
九
―
五
三
頁
、
四
三
―
四
四
頁
が
詳
し
い
。

（
33
）W

ebster, Tw
ilight,  pp.33-34. 

（
34
）BL, O

IO
C

, B/117, pp.75-6. 

（
35
）
一
八
一
二
年
の
Ｅ
Ｉ
Ｃ
議
事
録
参
照
。B

L
, O

IO
C

, B
/154, 
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The English East India Company and its Support for the Local 
Industries: the Tin Industry in Cornwall and the Tin Export to 
Asia from 1789

MIZUI, Mariko

This article explores the relationships between the English East 
India Company （hereafter EIC） and the local mining industry which 
led the local economy in Cornwall during the period from the end of 
18th century to the beginning of 19th century, particularly in a difficult 
economic environment during the Napoleonic Wars.  By that time, the 
EIC faced with the antipathy of the domestic industries because of its 
monopolistic trade with Asia, while EIC maintained the supply from the 
local ‘traditional’ industries for their export trades, namely iron, lead, 
copper, and tin, as much as wool, as Bowen argued. Tin from Cornwall 
started to be exported by EIC only in 1789, which seems to have been 
the sudden entry into the Asian market compared to other commodities.

Until then, the tin industry in Cornwall suffered the oversupply 
of tin which often caused the slump of tin price.  At that time, George 
Unwin, a former employee of EIC, made a scheme to export Cornish tin 
to China, where the large market for the Asian tin existed. This market 
attracted the local tin industry immediately.The owners of the smelting 
houses with local tin merchants organized the Association of the Tin-
ners for negotiating with EIC regarding tin exports to Asia.  EIC start-
ed to export Cornish tin to China from 1789 to 1822 under the contract 
that the Association annually supplied 600 tons to 1200 tons at the 
fixed rate. As long as the tin exports to Asia continued during the Na-
poleonic Wars, the tin industry in Cornwall secured the export markets 
despite the Continental blockade.     

However, though the surplus of the domestic tin market had less-
ened by the collective purchase by EIC, the tin price began to rise in ad-
dition to the increase in the demand for the domestic metal industries 
such as the tin-plate industry.  The Association kept demanding for the 
rise of the purchase price to EIC.  Yet the Company refused it for the 
reason of the low price of tin in the Chinese market. As a result, the As-
sociation asked for the private trade of Cornish tin to Asia at the renew-
al of their charter in 1793. It seems that the relationship between EIC 
and the tin industry could not be maintained well during those periodin 
which the matter of the price had been seriously argued.  


